
イ スラーム と地域

大 塚 和 夫

今回は中東において も、東南アジア的イスラームとで も言えそうな部分があるということに

つ いて話 したい。

テーマは、 「イスラームと地域 」である。 この二つの単語の うち、 「イスラーム」というの

は、 もちろん宗教である。ただ しそれは文明とか、生活様式awayoflifeと して も捉え られ

ていることもよく知 られている。とは言え、先のディスカッションで は、立本さんからイン ド

ネ シアではイスラームは宗教であ って、生活の中の もので はないとい う発言 もあ った。そ う

い ったイン ドネシアの脈絡 における問題と、それか らより一般的なイスラームの問題を区別 し

なければならないだろ うが、 さし当た りイスラームをより広い意味で捉えてお く。

一方 「地域」ということについて、この片倉班の中から重点領域研究に対 して最 も貢献で き

た ことの一つは、属人と属地 という概念を提出 したことだと思う。私 なりに整理す ると、地域

という言葉は、二っの意味で使われている。ひとっは、地理的空間的な地域、まさに地図の上

にパ ッと面としておけるような地域である。それが、属地的 という言葉で形容 され る地域であ

る。だか らこの場合、東南アジアとか中東一 もちろんその範囲をどこまでにするのかといっ

た問題はあるが というのはひとっの地域にな る。それに対 して、属人的 とい うことばで表

わ される地域一 象徴的あ るいは脱空間的な地域一 の場合 は、地図の上に明確な境界線を引

いたり、面 としてっぶ していった りするようなことは出来ない。そこで、例えば東南アジア的

な るものとか、あ るいはイスラーム的なるものというように語 られた場合 には、先にいった地

理的空間的な意味での地域ではな くて、む しろ属人的という意味での脱空間的な地域 になる。

その上で、注意 してほ しいのは、片倉班 はイスラーム班ではな くて中東班であるという点で

ある。 しば しばこの点が誤解 されている。私達 は基本的に中東班ということで組織 されて、そ

の枠で議論を してきた。そこでは、東南アジアと中東というのは、地理的な単位 として全 く同

じである。それがっいっいイスラーム班 と言われて しまうようなところに、中東にっいての地

域概念の多重性、あるいは多義性 といった問題があると思 う。

一方、中東的なるもの という脱空間的な地域について考えると、イスラーム=中 東、あるい

はイスラーム=ア ラブというようなイメージがある。 これまでのディスカ ッシ ョンが、そう

いったイメージがあることをまさに証明 している。

ここで、アラブあるいは中東を考え ると、空間的な意味ではそれ らは属地的である。 アラブ

とい うことで考え ると、まずアラブ人をどう定義するのかとい うことが問題にな る。前回、高
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谷さんが、 「ちょっと トルコとペルシャはおいといて、またマグレブもおいといて」 と言 って

いたが、マグレブは一応アラブになる。 トル コとペル シャはアラブにはな らない。いまのアラ

ブの定義は、アラビア語 を話す人達 ということであ る。ただ し、例えばアラブというカテゴ

リーに、バ ンクーバーやヨーロッパのアラブ系の人たちを含めると、彼 らは必ず しもアラビァ

語を話 して いるわけではない。 とす ると、 アラビア語を話 さな くて も、アラブであるという意

識を持てばアラブになるのだとい う問題が出て くる。

もしアラブとい うよ うなところまで拡げると、 たしかに基本的には属地的な要素が強い

のだが ある種の属人的というか、アラブ人であるという意識を持てば、それはアラブなの

だといった ことにもなる。同 じことはイスラームにっいて も言えるであろう。

そこで、属地的か属人的か、あるいは空間的か脱空間的かといったような点を整理 しないと

いけない。例えば中東 といった場合には限 りな く属地的であるが、いま言 ったよ うにアラブと

いった場合には属人的な要素も含んでいる。 さらにはイスラームといった場合、 もっと属人的

な要素が出て くるであろう。そう した ことをまず確認 してお く必要がある。

先に言 ったイスラーム=中 東、もしくはイスラーム=ア ラブといったイメージが間違いであ

るとい う反証例はい くらで もある。 イスラーム教徒の人口が最 も多いという意味での世界最大

のイスラーム国家 は、 イン ドネシアであるということがひとつある。Weeksの 資料 に基づ い

て作成 した地図1に そのことを示 してある。

また、 ヒンドゥー国家のイン ドの場合で も、ムス リム人口は、比率では約10パ ーセン トであ

るが、絶対数では約8,000万 人 いる。8,000万 人 とい うと、アラブ社会において最大のムスリム

人口を持っエ ジプ トのそれの約2倍 ほどである。 このように、ムス リム人口という点では、ア

ラブや中東ではな くて、明 らかに南ア ジアか ら東南アジアにかけての地域がむ しろ世界の中心

になっている。 また、Weeksに よると、世界のムス リム人 口におけるアラブ人の割合 は、20

%弱 に しかな らない。数字だけをとってみて も、アラブ=イ スラーム、あ るいはイスラームー

アラブというのは明 らかに間違 いであると言える。

しか しイスラームーアラブというイメージが成立する根拠 もある。例えば、預言者ムハ ンマ

ドが、アラビア語を話 したという意味でアラビア人であるとか、イスラームの啓典、聖なる本

としてのコーランはアラビア語で しか存在 しないこと。 これは何語であって も聖典でありうる

キ リス ト教の聖書や仏教の仏典 と、 コーラ ンが決定的に違 って いる大きな特徴である。 また、

礼拝が向けられ る方向であるメッカがアラ ビア半島にあり、そこに向けてハ ッジとい う一年に

一度イスラーム暦に基づ く大巡礼が行われ るなどの事実 もある。そういった点でイスラーム=ア
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ラブというイメー ジが流布す るそれな りの根拠 はあると言える。 しか し、そうした根拠 はある

のだが、先に言 ったような意味ではイスラーム=ア ラブとみるのは決 して正 しくはないという

ことをまず確認 しておきたい。

地 図1

世界のムスリム分布
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この よ うに前 提 をお いて、 そ して これ まで の二年 間の 、 あ るいは先 の議論 か ら考 え ると、東

南 ア ジア研究者 に とって イスラ ーム とい うのは全 く外部 的 な もので あ るとい った印象 を受 け る。

イス ラーム=ア ラブ、 イ スラー ム=中 東 とい うの が議論 の前提 とな って、 そ して 東南 ア ジアに

と って は外部 的な る もの と捉 え られて い る。 こ う した発 想の もとにな って い るのは次 のよ うな

考え であ ろ う。 っ ま り、 東南 ア ジア とい う もの を、 ある種 のよ り抽 象化 した形 の 「東南 ア ジア

的 な る もの 」の上 に、 イ スラー ム的 な るもの、 あ るい はまたバ リな どで顕 著 にみ られ るよ うに

ヒン ドゥー 的な る もの 、 また はイ ン ド的な るもの、 またあ るい はベ トナ ムな どの場合 で は中国

的 な る もの、 な どが覆 い被 さって い る とい う重層 化 をモデ ル と して考 えて い る。 したが って イ

スラー ム とい うの も外部 的 な もの、っ ま り核 心 をお お う外皮 の よ うな もの であ るとい うよ うな

捉 え方が され て い る。

その前 提 は、 「東南 ア ジア的 な る もの」 を、 ヒ ン ドゥー とか 、イ ス ラーム とかの大 きな文明

が 覆 い被 さ って くる以 前 に求 め よ うとす るよ うな一 種の起 源来歴 論で はないか と考 え られ る。

っ ま り、 い ま外面 的 に はジ ャワな どは イス ラー ム教徒 が多 いの であ るが、 しか し実 はそれ は イ

スラ ーム的で はな くて 、や は り東 南 ア ジア 的だ とい う捉え方 で あ る。 ジャ ワ ・ム ス リムの 本質

は、 イス ラーム的 な皮 を剥 いで 、 さ らに は ヒン ドゥー的 な皮を も剥 いでみ て、 最後 にあ らわれ

る核 、す な わち東 南 ア ジア的な る ものの部 分 にあ る、 とい う考 え方で あ る。

そ う した考 え方 は、 ラ ッキ ョウ、 あ るい はタマ ネギ とい った比 喩で 表わ す こ とが で きるか も

しれな い。 っ ま り、起 源来歴 論 に もとづ き、 どん どん外皮 を剥 いて い った ら、最 後 は何 もな く

な って しま うので は ないか 、 とい うこ とで あ る。 起源 とい う ものは、 どこにそ れを求 め るのか

によ って、話 が全 く異 な って しまう。 また、皮 は ど こまで も剥 いで い けるのだ が、結 局最 後 は

人類 の誕 生 とか い った ところ にまで行 き着 いて しま うか も しれ ない。 そ うす る と、 ど こで ラ ッ

キ ョウの皮 を剥 ぐの をやめ るの か とい う話 にな って しまう。

次 に、 「東 南 ア ジア的」 イス ラー ム とい うこ とに関 して話 す。 中東 を研究 してい るア メ リカ

の 人類 学 者 に、D.ア イ ケ ル マ ン とい う人 が い る。 彼 の博 士 論 文 の タ イ トル はUMoroccan

Islam"だ っ た。 モ ロ ッコ的 イス ラーム と一 応訳 して お く。 彼 に よれば 、 イス ラー ムの中 に も

モ ロ ッコ的 イス ラー ム とい うものが あ る。例 え ば、 マ ラブーテ ィズ ム、一種 の聖 者信仰 な どが

そ の重要 な特徴 と して挙 げ られて い る。 同 じ様 な意味 で東南 ア ジア的 イ スラー ム とい った議 論

が可 能で あ ろ う。 「東南 ア ジア的 」 イス ラーム とい うことばを使 った が、 これ は、 ジ ャワ的、

マ レー的、 ミナ ンカバ ウ的 とい う ことで も同 じで あ る。C.ギ ア ツが 、MslamObserved"

の 中 でや って い る こと と同 じよ うな発想 を して い くのであれ ば、例 え ばモ ロ ッコ的 イス ラーム
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と ジャ ワ的 イス ラー ム とい う ものを比 較す る こ とは可 能 なので あ る。 そ こで は、 モ ロ ッ コ的 イ

ス ラーム とジ ャワ的 イス ラー ムの、 どち らが 正統 で どち らが 異端 か とい う議 論 は意味 を な さな

い。

ただ し、 ひ とつ問題 点 を挙 げてお かね ば な らない。 このuMoroccanIslam"と い う本 は、

実 はア ラ ビア語 に翻 訳 され て いる。 ムハ ンマ ド・ア ア フィフ とい うラバ トにあ るムハ ンマ ド五

世大 学 の先生 が翻訳 者 であ る。 その アラ ビア語の タイ トル は、"ア ル ・イス ラーム ・フ ィル ・

マ グ リブ、 とな って る。 つ ま り、一 この場 合 マ グ リブと はモ ロ ッコの ことな ので 一 「モ

ロ ッコに おけ るイス ラ ー ム」、 更「IslaminMorQcco"と な って い る。 これ と 般MoroccanIs-

1amけ の 間 に は微 妙 なニ ュア ンスの差 が あ る。"MorocanIslam"を ア ラ ビア語 に も し直 訳

す る と した ら、"イ ス ラー ム ・マ グ リビー"と で もな るので あ ろ うが、 はた して こうい う表現

が ア ラ ビア語の 表現 と して成 立す るの か どうか。 あ ま り適切 な表現 とは思 わ れな い。 こ こには、

ア メ リカ人 の人類 学者 の 表現 と、 それが ア ラ ビア語 に翻訳 された と きの表 現 の違 い とい う問題

があ る。

しか し、 さ しあ た り、 い ま ここで議論 して い る限 りで は、MoroccanIslamと い った意 味 で、

JavaneseIslamと い うよ うな議 論 が可能 で あ る とい うことを提起 した い。 この発 想 は、 先 に

述 べ た起源 来歴論 と対 照 させ る と、現 状か ら ものを考 えて い くとい う考え 方 に基 づ いて い る。

っ ま り、 もしジャ ワ人 が い ま自分 達 は イスラ ーム教徒 で はな い と言 って いるので あれ ば別 であ

るが、 イ スラー ム教 徒 で あ ると言 って いるのだ か ら、 そ こか ら出発 して ジ ャワ的 な イス ラーム

とい うもの を考え て い く。 つ ま り、 その起 源や来 歴 な どか ら考 えて い くの で はな く、 現状 か ら

出発 して遡及 的 に考え て い こ うとす る立場 であ る。人 類学 と い うの は基 本 的 にこの立 場 にた っ

て い る。

しか し、 こ こで は一旦 そ の立場 か らはなれ て、起 源 来歴論 で少 し考 えて みた い。 実 は、 中東

に 関 して も、起 源来歴 論 的 説明が 可能 なの であ る。 その意味 で は東南 ア ジア と特 に違 いが あ る

わ けで はな い。

まず 、イ スラー ム化 あ るい はアラ ブ化 とい う問題 について話 す。東 南 ア ジアの場 合 イス ラー

ム化 とい うことが問題 にな る。 もち ろん ア ラブ化 は され て いない。 中東地 域、 特 にス ーダ ンな

どの場 合、 イスラ ーム化 とアラ ブ化 とい うの は、重 な って いた り、ず れ て いた りす る。 っ ま り、

東南 ア ジア と同 様 に、中東 もア ラブ化 され、 また イス ラー ム化 され た地域 で あ ると言 え るので

あ る。 昨 日の家 島 さんの報 告 に関す る議論 において 、 イス ラーム化 され る以前 の中東 の文 化 な

り、宗 教 な りはど こにあ るの か とい った話 が あ った。 全 くその とお りなの であ る。 も し東 南 ア
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ジアに関 してと同 じよ うに議論 してい くのであれば、中東 もやはりアラブ化 され、イスラーム

化 された地域なのである。そ ういった考え方が必要であろう。

私が調査 している地域か ら例を挙げる。エ ジプ トと、中部か ら北にかけてのナイル川沿岸地

域の北スーダンである。エ ヴァンズ ・プ リチャー ドなどが仕事を行な った南部スーダンのヌエ

ルやディンカなどは含 まれない。

エジプ トと北スーダ ンで考えると、イスラーム化は、時代的には次のようになる。政治的支

配 は、エジプ トの場合 は7世 紀、アムル ・イブン ・アルアースによって征服されてか らである。

ただ し大阪外国語大学の池 田修先生によると、アラビア語がエ ジプ トの民衆の 日常語 になった

のは11世 紀のことである。その間には少なくとも4世 紀の タイムラグが認め られる。 イスラー

ム化をどのよ うに捉え るかということに もよるが、実はエ ジプ トの民衆が本 当の意味でイス

ラーム化されたのは12,3世 紀頃で、それ はその時期 に成立 したスーフィー教団の貢献による

のではないかとす る説 もある。 このような タイムラグを考えると、先のアラブ化、イスラーム

化 とい うことは、エジプ トにおいて も当てはまるのである。

北 スーダンにおいてイスラーム化が達成 されたのはもっと遅い。一応15世 紀の後半であると

言 ってお く。ナイル川のエ ジプ トとスーダンの国境地帯に住んでいるヌビア人というキ リス ト

教を受容 していたエスニ ック ・グループの建設 した、いまのハルツームに近 いところにあ った

アルワ王国か らキ リス ト教徒の支配者がいな くなったのが15世 紀後半 と言われている。16世 紀

初頭にはこのアルワ王国 も崩壊 して、青ナイルのあたりにフンジュ ・スルター ン国が成立する。

スルターン国 ということか ら分か るように、 これははじめからイスラーム系の王国であった。

政治的な レベルでのイスラーム化が完成 したのは15世 紀後半 ということができる。 しか しなが

ら、それ以前に もアラビア半島か らアラブ人ムス リムが入 ってきていることも確かである。

エチオ ピアから青ナイルが、熱帯アフ リカか ら白ナイルが入って きて、スーダンでぶつかる。

そこにハルツームがある。そこか ら北のほ うに流れていくと、大湾曲があ って、そこからエジ

プ トに向か って流れてい く。その大湾曲の手前にナイル川の最後の支流であるア トバラ川があ

る。ハルツームか ら北方 に100㎞ までもいかないそのあたりか ら、このア トバラ川にいたるま

での地域の川沿いにジャア リーイー ンとい う部族が住んで いる。その祖 はイブラーヒーム ・

ジャア リー(ジ ャア リー というのはニ ックネーム)で ある。 この人はア ラビア半島出身で、 さ

かのぼれば、その血統は預言者 ムハ ンマ ドの叔父、 アッバースにまで行 き着 くと言われる。 こ

のイブラー ヒーム ・ジャア リーは、一応12,3世 紀の人 とされている。 ということは、その頃、

すなわち先のアルワ王国が崩壊する以前に、既 にアラブ人のムスリムが入 っていたといえ る。
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さ らに、 スー ダー ン ・ア ラ ブ史 の古典 の一 つ にな って いる、ユ ー スフ ・フ ァ ドル ・ハ サ ンの

璽qTh
eArabsandtheSudan"と い う本 で は、 い ま言 った ジ ャア リーイ ー ンを 含む ス ー ダ ン

の ア ラ ブ系 の様 々 な部族 の 現在 の よ うな分布 が あ る程 度 完成 を みた の は、17,8世 紀 頃 の こと

で は ない か とされて る。 そ うい う意 味で 、17,8世 紀 が、 スー ダ ンの ア ラ ブ化 とい う もの の一

っ の 出発 点 とな るよ うな時期 で あ った と言え るか も しれな い。

エ ジプ トもスー ダ ンも、歴 史の 中で イス ラー ム化 され、 アラ ブ化 され て きたので あ る と言 え

る。 こ こで、 小杉 さんが よ く使 って い る表現 を用 い る と、特 定の地 域の イス ラーム化 とい うの

は、 同時 に イス ラームが 特定 地域化 す る ことなの であ る。

そ うす るとエ ジプ トや スー ダ ンの場合 と東 南 ア ジアの場合 とど こが違 うの か。違 いは、 エ ジ

プ トの場 合 は政 治的 な支 配が 入 って くるのが7世 紀 とい うか な り昔 で あ った、 とい うぐ らいで

あ ろ う。 ただ し民衆 レベ ルが 本 当に イス ラーム化 した の は もう少 し後の ことで あ った。 ま して

や スー ダ ンにつ いて 言え ば 、 も しか した ら東 南 ア ジアに イスラ ームが浸 透 したの と同 じ ぐらい

の時 期 にイ スラー ム化、 ア ラブ化が 進ん だの か もしれ ない。 少な くと もイ スラ ーム化 と い うこ

とで 考え るの であれ ば、 時代 的 には東南 ア ジア と変 わ らな い と も言 え る。

もち ろん イス ラームの 発生地 で あ るアラ ビア半 島か らス ーダ ンは近 いが、 東南 ア ジア ははる

か に遠 い。当時 の交 通手 段 テ クノ ロジーの レベル を考え ると、伝播 の ス ピー ド等 々の問 題で 不

利 で あ る ことは まちが いな い。 しか し、先 に言 った よ うな意 味で イ スラー ム化を考 え る と、 東

南 ア ジァ の イスラ ーム化 の問題 と、 例え ば スー ダ ン、 さ らにはサハ ラ以南 ア フ リカのサ ヘ ル地

域の イ ス ラー ム化の 問題 とは、 ど こが違 って い るの か とい う言 い方 がで きるので あ る。

た だ しこの よ うな言 い方 には、 い くっ かの注 釈が必 要 であ る。 こ こで は、人 類学 に馴 染み の

あ る 「大伝 統 」 と 「小 伝統 」 とい うよ うな言葉 で説 明 して い く。あ るいは、大 文字 で単 数形 の

Islamと 小 文字 で複 数形 のislamsと い う区 別 も使 え るで あ ろ う。 さ らにア イケル マ ンの コ ト

バ を 借 りて言 うな らば、hslaminthelocalcontext"と 言 って もよい か も しれ な い。 この

10ca1は 、 もち ろん 地域 と訳せ るが 、 もっと多義 的 で あ り、 階級 とか 階層 、 もっと言 え ば ジェ

ンダ ーまで も含 あ る ことが で き る。 あ るいは、特 定 の民族 とか部 族 とい った意 味で捉 え ること

も可能 で あろ う。 っ ま り、 そ うい った大文字 のイ スラ ーム、普遍 的 なイ ス ラーム とい う もの は

存 在 す るの か、 しな いの か 、 とい った問題 で あ る。一 方 、 その イ ス ラー ム化 とい うの が イ ス

ラー ムの 地域 化 だ とす るな らば、様 々 なイ ス ラー ムの形 が 見 えて くるで あ ろ うとい うこ とで

islamsと な る。 別 な言 い方 をす れ ば、様 々 な10ca1なconLextに お け るイ ス ラー ムが あ る と

い う議論 をア イケル マ ンは して い るので ある。
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しか しウラマーによって体現される 「正統的」イスラームの普遍性 というのを全 く無視 して

よい のか ど うか 、 つ ま り

lams

Islam in the

といった捉え方 を認める一方で、

local context といった捉え方や小文字で複数形の is-

「大伝統」とい うのをどこで議論 していけばよいのか

という問題が出て くる。 ウラマーによって体現されるような 「正統的」なイスラームの 「普遍

性」(と もにカッコが付いていることに注意)を 全 く無視 して、イスラームはみなブツ リブッ

リと切れて しまうよ うな地方的なものと してだけ見ていけばよいのか、といった問題で ある。

　寺院 とか学校で教育 された聖職者、司祭、僧侶などによって体現 される大伝統 と、そういっ

た 「正統的」な教育 を受けていない、またそうした知識のない民衆 レベルにおいて現される小

伝統 という、大伝統 一小伝統 につ いて、 イスラームの人類学 は、 これ まで ウラマー対 スー

フィーまたは聖者 という形で議論 して きた。 しか し場合 によっては、スーフィー指導者や聖者

などに加えて、現代のイスラーム復興主義運動、いわゆる原理主義運動 もこの大伝統一小伝統

の議論に含める必要があるだろ う。 ここではイスラーム学者 ウラマーによって体現 され る 「正

統」イスラームの 「普遍性」も、どこかで考えておかなければな らないということを指摘 して

お く。

　 もしそ ういった普遍性があるのだとす るならば、例えばジャワにも、マ レーシアにも、ある

いは南部 フィ リピンにも、すなわち東南 アジアにもウラマーなどによって体現されるような大

伝統が拡が っていると考えて もよいので はないだろ うか。

　 ここで、イスラーム ・ネッ トワークという言葉を使 う。ただ し、昨 日の家島さんの話で も議

論で も、東南アジアに拡が っているそれ について考える際には、商業といった要素 に焦点が置

かれていた。それに対 し、私はここではイスラーム ・イデオロギーというか、イスラームの思

想、あるいは 「正統的」な知識等が伝わ ってい く伝播のネ ットワークを念頭においている。そ

ういう汎イスラーム的な神学や思想などが存在すると考えて もよいので はないか。それ らを全

く無視 して小伝統だけ、あるいはislamsだ けを考えると、 それ らに通底す るものと して想定

できるイスラーム ・ネ ッ トワークにつ いての議論が全 く抜 け落ちて しまうことになる。 イス

ラームのダイナ ミズムといったことは、たとえ一っの地域に執着す る人類学にとって も、極め

て重要な問題にな って くると私は考えている。

　ただ し、この普遍主義的な大伝統 といった もの も歴史的社会的な産物で あることを 「神学

者」ならぬ 「人文社会科学者」は見落としてはな らないであろう。っまり、唯一の宗教的真理

を追求する 「神学者」とは異なり、　 「経験科学者」としては、様々な 「正統的」なイスラーム

が存在 してお り、大伝統 といって も必ず しも一枚岩で、かっ脱時代的、脱地域的なものだけで
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はない とい う ことに気づ か なけれ ばな らな い。

さま ざまな 「正統 的」 な イス ラーム の争 いが、 これ までの イ スラー ムの歴 史の 中に、 また現

在の イ スラ ームの状 況の 中 に も見 られ る。 こ こで は ウラマ ー対 スー フィー ・聖 者 とい う例 を挙

げ る。 これ はふ っ う大伝 統対 小伝統 とい う言葉 で示 され る。す なわち ウラ マー=大 伝統 一 「正

統 」、 そ して スー フ ィー ・聖者=小 伝統=異 端 とい う安 易 な図式が 適応 され て きた。 しか し、

例 えば スー フィ ーや聖者 な どにす が る人 々 は、果 た して 自分達 を異 端者 と見 て いるので あ ろ う

か。 そ うい った ことを 考 えて い か なけれ ば な らな い。 また、 ウラ マー、 スー フ ィー ・聖 者 と

い った ものが、 全然 別の カ テ ゴ リーで あ るの か ど うか とい った議論 もあ る。 これ にっ いて は、

いま歴史学 で、 同一 人物 が ウラ マーで あ り、 かつ スー フ ィーで もあ り、 さ らに死後 聖者 と して

奉 られ るよ うな例が 多 く挙 げ られ てい る。 か つて のよ うな膠着 した大伝統 対小 伝統 とい った議

論 は、 もはや成 り立 た な くな って きて いる こ とは明 らかで あ る。

さ らに少 し別 の レベ ルで考 え る と、 同 じウラマ ーで あ って も、厳 格主義 的、 あ るい は反 体制

的 な ウラマー と、穏 健、 あ るい は体 制順応 的 な ウラマ ーが いる。 と もに ウラマー なので あ る。

ウラマ ー達 の間 で も、何 が 「正 しい」 イス ラー ムなの か とい うことにっ いて は議論 が あ り、時

に はそれが 争 いの もとにな った りす る。 そ こで は、 ウラマ ーの体現 す るイ スラー ムー大伝 統 一

普遍 的 とい う図 式が 、具体 的 なケ ース と して成 り立 た な くな って いるので あ る。

一方
、 スー フ ィー教 団 の ほ うで も、 「伝 統的 」 なス ーフ ィー教団 といわ ゆ るネオ ・スー フィ

ズム との相違 が ある。 昨 日家 島 さんの話 の中に出て きたア フマ ド ・イ ブ ン ・イ ドリース ・アル ・

フ ァー シー とい うスー フ ィー(0'Fahey著 般EnigmaticSaint:Ahmadlbnldrisandthe

IdrisiTradition"と い う優 れ た評 伝が あ る)な どが、 体現 して い るよ うな18世 紀 後半 か ら19世

紀 あ た りまでの 時期 に、 それ以 前の ス ーフ ィー教団 を批判 す るよ うな形で 生 まれて きた 「正統

的」 イ スラー ムに近 い よ うなスー フ ィー教 団 な どをネオ ・スー フィー教団 と して括 ろ う とす る

動 きがあ る。 こ こで考 え ねば な らないの は、伝 統的 な スー フィー教 団 とネオ ・スー フ ィズムの

教 団 につ いて、組 織原 理 を考 えて い くと、 ネ オ ・スー フィズ ムの ほ うが、 よ り中央集 権 的、中

央 統制 的 に成 立 して い ると い うことであ る。 さ らに先程 の アフマ ド・イ ドリースの考 え方 と、

今 の いわ ゆ る原 理 主義 の一 っ の 出発点 と も言 われ るア ブ ドゥル ・ワ ッハ ー ブ(18世 紀 の アラ ビ

アに生 まれ た人物 で、 現在 のサ ウジア ラ ビアの 国教 イデ オ ロギ ーで あ るワ ッハ ー ビズムの 開祖

と言わ れて い る)の 考え 方 に は一部 似 た ところが あ る と指摘 され てい る。

この よ うに、 ウ ラマーの ほ うも一枚 岩で はな い し、 スー フィーの ほ う も一 枚岩 で はな い。 さ

らに復興 主義 、 いわ ゆ る原 理主義 に も様 々な イデオ ロギ ーがあ り、 その間 に は様 々 な対立 もあ
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る。そうす ると普遍主義的な大伝統の側 も一枚岩ではな く、様々であると考えていかなければ

な らないのである。

イスラームの地域化 というのは、 これまでは、ふつ う小伝統 という形で捉えられていた。そ

れは、 「正統的」な普遍主義的なイスラームとは一線を画 しており、若干異端的な慣習などが

紛れ込 んで いる、民衆 イスラームや スーフィー ・聖者などによって語 られて きた。そのイス

ラームの地域化 というものが、小伝統 といった形にだけ還元で きるのか というとおそ らくそ う

ではない。先 に述べたよ うに、正統的なイスラーム と言われているよ うな もの も、ある種の

localcontextの 中にお いてみると、歴史的社会的な産物なのであ る。その場合には、大伝統、

とりわけ 「正統的」知識がどのよ うに継承、伝達されているのかとい う点が問題になる。 これ

には、 コーラン学校などの学校制度や、それを保証する制度、例えばウラマーを養成する教育

機構な どの問題 とも絡んで くる し、一方 では、イスラーム法(シ ャリーア)を 実行 してい くた

めの裁判制度の整備の問題 にもつながる。

イスラーム的なるものは、中空に浮かんでいるものではな くて、あ くまで社会的に実現化さ

れねばな らないのである。すなわち、 「正統的」イスラームが、どういう形で、その地域で養

成されているのか、 さらに、先にいった意味でのイスラーム ・ネ ットワークを通 して、どうい

う人々が 「正統的」な知識の体現者であると考え られているのか、そ ういう点を考えてい くと、

イスラームの地域化 というのはいわゆる小伝統だけの問題ではな く、ある種社会化、歴史化 さ

れた大伝統 とも関連 しているのである、 と考えていかなければな らないのである。

こうい う文脈で、東南アジアのイスラームと、中東 ・アラブのイスラームとどこに違いがあ

るのか、という話に持 っていきたい。ただ しここで は、地域をエジプ トとスーダンに限定 して、

あえて小伝統的な側面だけを取 り上げて報告す る。

エジプ トか らの話題 は、預言者と聖者の

マウリドについてである。マウ リドとは、

一応生誕祭 と訳 してお くが、元来アラ ビア

語で 「生 まれた場所 ・時」という意味であ

る。マウ リ ドは12-13世 紀頃か ら始 まった

と言われ、次第に民衆的な祝祭 となった。

ち ょうど このマウ リ ドが始 め られた時期

は、ス ーフィー教団が成立 した時期 と重

なっている。このことは重要である。昨 日

カイロでの預言者マウリドにおける

スーフィー教団員の行列(ザ ッファ)
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ア フ マ ド ・バ ダ ウ ィ の モ ス ク と廟

鈴木 さんが、11世 紀か ら14世紀 にかけてイス

ラーム社会に大きな変化があったと言 ってい

たが、スーフィー教団が成立 したことや、 こ

ういった民衆的な祝祭が生まれたこともその

一部であるといえよう。

この マウ リ ドで主役 とな って いるのが、

様々なスーフィー教団の人々である。預言者

のマウ リ ドの場合 には、 もちろんすべての

スーフィー教団が関わ る。聖者のマウ リドの

場合には、その聖者 と馴染みのあるスーフィー教団の人々が主役となり、その教団と友好関係

にある他のスーフィー教団が、共に参加するという形式をとっている。

マウ リドの雰囲気 は、比喩的に言 うと、日本の縁 日とか村祭のような ものである。 そ して

スーフィー教団の人々は、 ジクルと呼ばれる儀礼や、ザ ッファと呼ばれ る一種の街頭行進を行

な う。それか ら、 もちろん預言者のマウリ ドの場合 は別だが 聖者のマウリ ドの場合 は、

都市に しろ村に しろ、その聖者の廟を中心 にして行われ る。その廟の周 りには、飲食店や、時

にはサーカスや射的などの遊戯施設の出店が並んだりす る。

ここで もう一度、先に少 し触れたイスラーム以前の現象との関係 ということにっいて話 した

い。エジプ トでよ く知 られた聖者アフマ ド・バ ダウィーのマ ウリドがあ る。 この聖者の廟は農

業地帯であるナイル ・デルタの中心都市タンター市にある。その信者の多 くは農民であ る。ア

フマディーヤ、あ るいはバダウィーヤと呼 ばれ る、そのアフマ ド・バ ダウィーを開祖 とす る

スーフィー教団がかつて行な っていた三回のマウリ ドー マ ウリドというのは必ず しも誕生 日

とは一致 しないこともあ りうる の うち最 も規模の大 きい大マウ リドは、19世 紀か ら20世紀

のごく初期あたりの文献による、夏至の1ヶ 月後に行われていたと記 されている。現在では、

太陽暦の10月 の後半の金曜日がその大マ ウリドのク.ライマ ックスの 日となっている。 これは非

常 に重要な点である。 というのは、例えば、預言者のマウリドに しても、またカイロのザイナ

ブとか、フセインといった預言者の一族の聖者のマウリドに して も、すべてイスラーム暦、 ヒ

ジュラ暦、すなわち太陰暦 にしたが って行われている。イスラーム暦 は、12ヶ 月か ら構成 され

ているが、太陽暦の暦よ り1年 が11日 ほど短 い。新月か ら新月までが1ヶ 月で、29日 か30日 で

ある。 ということは、特定の月が特定の季節 に固定 されていない。私達の暦では1月 は必ず冬

であるが、イス ラーム暦の1月 は春 夏秋冬すべてが巡 って くる。 しか し、 アフマ ド ・バ ダ
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ウィーのマ ウリ ドは、かろては夏至の一 ヶ月後 に、現在で は太陽暦の10月 の後半 の金曜 日に

な っていると述べた。っまり、いずれに しろ一定の季節に固定されているのである。

　 これにっいて、当然考え られるのは、信者 は農民が多いので、それ は農事暦に したがってい

るのだろう、ということである。実際、ナイルデルタの19世 紀から現在 までの ことを考え ると、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ

マウ リドの時期はち ょうど農閑期にあたるのである。現在だとちょうど綿の収穫が終わった頃

になる。農民達の懐 も暖かい。だか らこの季節にやるのだ と実際にアフマ ド・バダウィーの教

団の幹部の人か らも聞いた。他に も、同 じように、ダスーク市 というところで イブラー ヒーム・

ダスーキー とい う聖者のマウリドが、アフマ ド・バダウィーのマウリ ドの2週 間後に行われる。

とすると、 これはかつてのイスラーム以前、さらにはキ リス ト教以前の古代エ ジプ ト時代の農

業神の祭 りが継承 された ものであろうということになる。私 はそのことを否定するっ もりはな

い。そ ういった説明は可能であろう。

　 しか し、だか らといって、これは農事暦に したが っているのだと、農業神の祭りの名残なの

だ、っ まりこれが核 なのだ、 とい うことが、我 々にとって何 を意味す るか。 アフマ ド・バ ダ

ウィーのマ ウリドに参加 している人達は、 自分達 はいま古代エジプ トの農業神を祀 っている、

などという意識を持 っているはず はないのである。やはり、自分達はムスリムであって、ムス

リムとして聖者のアフマ ド・バダウィーの祭りを祝 うためにそ こにきているのだ、と考えてい

る。だか ら外皮を剥いていって農業神がその核にな っているのだ、と研究者がいうことよりも、

現状か ら考えていって、いまそのマウ リドに集 っている人たちが、現在の イスラームの大 きな

動 きの中で 自分達の行動をどう考えているのか、という先に言 った現状論の立場での解釈、説

明のほうが重要であろう。同 じことは東南アジアの場合で も可能なのではないかと言 いたいの

であ る。

　エ ジプ トには、4大 ス ーフィー教団 とい うのが あ る。

エ ジプ ト内部 で生 まれたのが、ア フマ ディーヤとダスー

キーヤで、エ ジプ トの外か らきたの は、 リフ ァイーヤ と

カーデ ィリーヤであ る。 この うちの リファイーヤ系 の教

団には、 ドース儀礼 とい うのがあ る。 もとはダ ウサ、す

なわち 「踏 みっけ る」 という意味の語か らきて いる。 こ

れは何 か とい うと、 レジュメの最後 に付 けた1820年 代 か

ら1830年 代 の カイロにっ いて記 した Edward

クス トにこの儀礼の図がある。(図1)

Lane のテ

図1
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寝 転 が って い る人 の上 を馬 が踏 みっ けて い くので あ るが 、踏 まれ る人達 は けがを しな い。なぜ

か。 カ ラ ーマ、 っ ま り 「奇跡 」 で あ る とされ る。 聖者 は一 種 の祝福 の 力(バ ラ均)を も って お

り、 その スー フ ィー教 団 に属 して い る人達 もその 力を分 有 して いる。 よ って奇 跡 を起 こす こ と

がで きる、 す なわ ちけが を しな い とい うので あ る。

他 に もかつて リフ ァイー ヤ系の教 団 は、ヘ ビ使 いな どの動物 を コ ン トロー ルす る こと も奇跡

で あ ると考 えて 、 そ う したパ フォーマ ンスを して いた。 しか しこ うい う一 種 のパ フ ォーマ ンス

的 な もの が盛 ん にな って い る動 きに対 して 、 スー フ ィー教 団 の内部 か ら、批 判が 出て 、そ う

い った派 手 なパ フ ォー マ ンスは中止 、 も しくは禁止 され るよ うにな った、 とE .Laneの 先 の

本 に書 か れて い る。 これ に は、先程 い った ネオ ・スー フ ィズム とい った動 き、 さ らに は、 この

頃 に はメ ッカ、 メデ ィナ まで も支 配下 にお いて いた ワ ッハ ー ビズムの思想 の流 れが エ ジプ トに

入 って い た こ とと関係 して い るか も しれ な い。E,Lane自 身 もこ うい った イス ラ ーム の新 し

い考 え方 の影響 を受 けて い たので はな いか とい う指 摘 もあ る。例 えば、 い ま言 った ドース儀礼

は彼 の本 の 中で は、"PeriodicalPublicFestivals,etc."と い う章 に 入 って い る。"Reli-

gion"の 章 で はな い。 っ ま り、 この 儀礼 は、正 統 的 な イス ラ ーム のそ れで はな くて 、一 種 の

民衆 的 な フェステ ィバ ルで あ ると、考 えて いたの であ る。

こうい う流 れの 中で考 え る と、先 程言 った よ うに、 スー フ ィズ ム も一枚 岩 で はな くて、内部

で様 々 な批 判 もあ る ことがわ か る。そ して、 ネオ ・スー フィズム と似 た概 念 と して ス ンニ ー ・

スー フィズム とい う言 葉 が、 スー フィズムの 研究者 の 間で 出て いる。 そ うす ると、 実 は、民衆

イ ス ラーム と考 え られて いた スー フ ィズムの 中 に も、 よ りperformativeな もの と、 そ の一方

で そ う した動 きを 内部 批 判 して い こうとす る傾 向 の ものがあ る。 そ うい うと ころ に、 イス ラー

ム のダ イナ ミズム の源 泉 が あ ると思 わ れ るの であ る。 それを みて いか ない と、現在 の イス ラー

ム復 興主義 運動 な ど も理 解で きな いだ ろ う。

次 に北 スー ダ ンにっ いて話す 。北 ス ーダ ンで は19世 紀 の頃 にマ フデ ィー運動 とい うの があ っ

た。1885年 か ら1898年 に 、 マフデ ィス ト国家 とい うの がで き る。 これ は一種 の イ スラ ーム救世

主運動 で 、馴染 みの言 葉 で言 うと、イ スラー ム的 メ シアニズ ム、 ある いは千年 王国運 動 であ る。

この運 動 の もと とな ったのが 、ムハ ンマ ド ・ア フマ ドとい う人物で あ る。 生年 にっ いて は不 明

確 で はあ るが、一 応定 説 で は、1844年 に生 まれ、1885年 に没 した ことにな って い る。 彼 はネ オ・

ス ーフ ィー系の サ ンマ ーニー ヤ教 団 に属 して いた。 その イデ オ ロギ ー とい うの は、 明 らかに イ

ス ラー ムの 「原点 」 を志 向 してい た。完全 な イス ラー ムの初期 時代 の志 向で あ る。 それ を端的

に表 して いるのが 、 イ スラー ムの四大 法学 派を廃 止 したとい うことで あ る。ふ っ うイ スラー ム
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の概説 書で は、 ス ンナ派 の ほ うに は4つ の法学 派が あ り、そ のすべ てが 正統 と考 え られて い る、

と され て い る。 と ころが この マ フデ ィー運 動 はそ のすべ て を否 定 した。 そ して コー ラ ンとス ン

ナ(ス ンナ と は預 言 者 の慣 行 で、 イ ス ラー ム法 第二 の 法源)に 戻 ろ う と した。 この マ フデ ィー

運 動 は、土 着主義 的 な千年 王国運 動 とい うよ うに人類 学 な どでは言わ れ て い る。

ムハ ンマ ド ・ア フマ ドが用 いて い る イデ オ ロギ ー に用 い られ て い るイ デ ィオ ム は、 「伝統

的」 な もの で ある。 イ スラ ームにお け るマ フデ ィズム は、 実 は初期 イ スラ ームの 頃か らあ る。

歴史 的 に言 う、 モ ロ ッコの ム ワ ッヒ ド朝(1130-1269)や シ ーア派 の フ ァー デ ィマ朝(909-

1171)な ど もマ フデ ィーを奉 じた運 動で あ る。 また、現 在 の イラ ンの シーア派 で あ るi2イ マー

ム派で も、 マ フデ ィー とい うの は非常 に重 要 な概念 に な って い る。 ス ンナ派 で もい くつ か マ フ

デ ィーを奉 じる運 動 が あ った。18,19世 紀 頃 に ア ラ ビア半 島 とか ア フ リカ、 さ らに はイ ン ドと

か東南 ア ジアで 起 こ った ジハ ー ド運動 や マ フデ ィー運 動 がそ うで ある。 と くに19世 紀 にな る と、

反 西欧 、反帝 国主 義 とい う形で の反乱 の 中で こ う した運動 が 出て くる。

マ フデ ィー運動 とい うと19世 紀後半 の ス ーダ ンの話 が よ く出 され る。実 はその前段 階 と して、

19世 紀 の前 半 には上 エ ジプ トで い くっ かの マ フデ ィー運動 が生 じて いた ので あ った。 そのな か

に は、 ア フマ ド ・イ ドリース とい う名 の人 物が 中心 とな った マ フデ ィ ー運 動 もあ った。 この ア

ハ マ ド ・イ ドリー スと い うの は、先程 言 った よ うに、 メ ッカ、 メデ ィナ 、そ して ア シール とい

う今の イエ メ ンとサ ウ ジア ラ ビアの国 境あ た りの地方 に拡 が ったネオ ・ス ー フィズムの代 表例

と され るスー フィズ ムを率 いた 人物 と同 じ名前 であ る。両 者が 同一人 物で あ るか ど うか にっ い

て は、歴 史家 の 間で議 論 されて い るが 、 と もか くそ う した マ フデ ィー運動 な ど もある。

一方
、 スー ダ ン ・ベ ル トの西 側で は、18世 紀 、 ワ ッハ ー ブ主義 と同 じ頃 に、 フラー二帝 国、

オスマ ン ・ダ ン ・フ ォデ ィオの ジハ ー ド運動 が起 こる。彼 自身 は、 自分が マ フデ ィーで あ ると

は言 って い ない。 息子 の ムハ ンマ ド・ベ ロは、 スー ダ ンの マ フデ ィー運動 が生 じる少 し前 の時

代 の人物 で あ る。彼 は、 スー ダ ン ・ベ ル トの東方 に マ フデ ィーが 出現 す る とい うことを確 信 し

て お り、 スパ イを はな って マ フデ ィーが 出て くるか ど うか を探 らせ た り して い る。 その よ うな

状 況 の 中 で 東 スー ダ ン、 現 在 の ス ー ダ ン共 和 国 で、 ムハ ンマ ド ・ア フ マ ドが1881年 に マ フ

デ ィー宣 言 を した りす る。 こうい う大 きな 、 まさ にイス ラー ム ・ネ ッ トワー ク とで も呼べ るよ

うな脈絡 の 中で、 この マ フデ ィー運動 は出 て きてい るので あ る。

実 際 スー ダ ンの マ フデ ィー運動 にお いて、 マ フデ ィーが死 ん だ後 、指 導 者 カ リフにな った ア

ブダ ッラー ヒとい う人物 が い るが 、 その祖 父の代 は西 の ほ うか ら現在 の西 部 スー ダ ンの ほ うに

移住 して きた。 当時 の スー ダ ン ・ベル ト地帯 で、 東の ほ うに、 マ フデ ィーが現 われ る とい う噂
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が流れ、それに乗 って動 いてきた人々であるとも言われ る。

そ うい うことで、実 はこれ も民衆イスラームといえるのかどうかは別と して も、イデ ィオム

は 「伝統的」なマフディー運動のそれである。ただ し、伝統的四法学派を重視するウラマーの

イデ ィオムとは少 し違 っているのである。

こうした ことと、イ ン ドネシアな どでの 「ワッハー ビー」運動 とか、18,9世 紀あた りに起

こった、ベ ンガルなどにおけるファラーイジー運動などとの関係で考えると、どこに違 いがあ

るのか、 ということにな る。

しか し一方で、 「伝統的」イスラームのイディオムを用いたスーダン ・マフディー運動 は、

現在のイスラーム復興主義運動 と呼ばれているよ うな動 きとは、一線を画 したものであ る。と

いうのは、そのムハ ンマ ド・アフマ ドと同時 代人であるエジプ ト人のムハ ンマ ド・アブ ドゥフ

(サ ラフィー主義 とい う現在のイスラーム復興主義の出発点 と考え られている運動を主唱 した

人物)は ヨーロッパに もしば しば行 ってお り、西洋近代科学の知識 も非常によ く取 り入れてい

た。その彼の場合、イデオロギーな どをみると、今度 は 「伝統的」なイスラームのイデ ィオム

と近代科学的なイデ ィオムをあわせて使 っている。そういった復興主義運動 になってい る。す

なわち同時代人であ って も、スーダンとエジプ トとが、近代世界システムの中にどの程度取 り

込 まれていたのか という問題 も絡んで くる。

また、民衆的祭 りを見 ると、現代のスーダンにも先のマウリドというのはある。ただ しスー

ダンの場合のそれ は、預言者の生誕祭だけを指 している。そのかわ りスーフィー教団をべ一ス

とする聖者の年忌の祭 り、ホー リーヤがある。 これが、エジプ トの聖者の祭 りであるマウ リド

と近いよ うなものになる。ただし、やることは少 し異なる。

さらに、文献で調べた限りでは、例えばモロッコの聖者 とか、パ レスチナの預言者モーゼの

祭 りなどは、マウ リドで も、ホー リーヤで もな く、マウセムと呼ばれ る。マウセムとは、時期

とか、季節 とかいった意味である。モロッコで もこれは、農事暦に関係 して いるようで ある。

また、同 じスーフィー教団の聖者を祀る祭 りであ って も、エ ジプ トとスーダンでは言葉 も若

干異なり、実施す る内容 も違ってい る。とくに印象的であったのは、 ジクルと呼ばれる儀礼で

ある。エジプ トの場合のその儀礼では、一 ヶ所に留まって体を動かす。 ところがスーダ ンの場

合 は、ス クラムを組んでポールの周 りを回る、円運動のような形になることが多い。また、そ

の リズム感 もアフ リカ的であるように感 じられた。
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スーダンのスーフィ教団のジクル儀礼隊列を組んで円の動きをする

最後に、結びである。 これまで話 して きた立場か ら言 うと、東南アジアのイスラーム も中東

のイスラーム も互 いに比較可能である、同 じようなものであるということである。関本照夫 さ

んが昔 ジャワの聖墓巡礼考などを書いているが、それとアラブの聖者廟への参詣、参拝などと

の比較は可能であろう。あるいは、復興主義運動 にっいては、マ レーシアなどのダルル ・アル

カムの運動が神秘主義の影響を受 けているとされていることと、現在の中東の復興主義運動 に

ネオ ・スーフィー的なものとか、そのイデオロギーとか、組織原理が どのよ うに絡んでいるの

かということなどは、十分に比較可能であろ う。 こういったことが今回の結論である。
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コ メ ン ト

加 藤 U岡

「イスラームと地域」 ということを東南アジアの方か ら考えると、 「地域 」の理解 は重層的

であ る。中東と東南アジアを対比 した場合の 「地域」と、東南アジア内部の様々な 「地域」と

い う二っの文脈を念頭 において、これか ら話を したい。東南アジアのイスラーム化を考える、

あるいはイスラームの地域化を東南アジアにっいて考える、いずれにっいて議論するにせよ、

東南アジアの場合、次の ことに注意する必要があると思 う。一般的には、東南アジアの生態や、

大塚 さんの話にもあ ったよ うなイスラーム化される前の文化的状況、 さらにはイスラーム受容

の歴史的経緯等々を考える必要があ ると思 う。それ以外に東南アジアは、大塚 さん も触れてい

たが、イスラーム発祥の地である中東か ら地理的に非常に遠 いこと、さらにはイスラームの伝

来と受容が、軍事遠征な どと基本的に関係が無い、つまりそれだけ受容者側の主体性がより強

く出ているのではないか、といった点が重要である。それか ら、東南ア ジアには、ユダヤ教や

キ リス ト教のような一神教の背景がイスラーム化以前に無いこと、またその裏返 しでアニ ミズ

ムや ヒン ドゥー教のようなイスラーム以前の状況、つまりギアツが言 うような ジャワの宗教 と

いう形での議論が可能なような歴史的宗教背景があ る点、などを考える必要がある。

昨 日、小杉 さんか ら東南アジアではなぜイスラーム教が広 く受け入れ られたのか、 という疑

問が出された。私が同時に考えなければな らないと思 ったのは、ど うして東南アジアの大陸部

にはイスラームが入 らなかったのか とい う点である。 これに対 しての最 も簡単な答えは、おそ

らく島唄部で イスラームが受容された時期に、大陸部ではすでに権力者が上座部仏教を受け入

れていたということであろう。

中東 との関係で言 うと、東南アジアというのは、アラブ化 されなか った地域であること、 さ

らにイスラームの受容を1iteracy(「 文字の文化」)とGrality(「 声の文化」)と い う点で考え

ると、oralityが 非常 に卓越 していた時代状況の もとで、なおかつアラブ化 されていない地域

にイスラームが入 って きた ということ、っまり人々はアラビア語 も聖典 も解 さない状況下で、

口伝えで イスラームが入 ってきたということも東南アジアのイスラーム化を考える際に注意 し

なければならない点だと思 う。

それか ら昨 日、 「森」にっいての話があった。どうもその議論においては、中東には都市で

ある 「点」がポツリポツ リとあり、その一方で東南アジアには平面的、二次元的な森が存在 し

65



ているというイメー ジであったように思 う。 しか しなが ら、森、あるいは海に して も、どこか

らで も勝手に入 って行けるわけではなく、海岸線 と河岸線が人が動 け、かっ居住できる環境な

のである。た しかに平面 としての、二次元的な森に森林物産を採集するために人が入 り込むこ

とはあるが、それは短期間のことであ って、そこに居住することはない。焼畑地を拓 く場合に

しても、それは基本的に川筋に沿 った場所に拓 くのである。 したが って、イスラームが入 って

いった場所 も、海岸線の場合 もあっただろうし、ムアラとか クアラといった河口地帯の港がで

きるような場所、それか ら内陸部の川筋に沿 った場所の場合 もあったであろう。そうして、イ

スラームのあり方 も、大 きく分けて海岸部 と河川沿いの内陸部では異な っている可能性がある。

生態的にみて、海岸線 と河川沿いが人間の居住環境中心地になっていることと関係 していると

思 うが、 イン ドや中東 と違 って、東南アジアには結局イスラーム大帝国はできなか った。それ

ゆえに、大 きな権力による比較的一様なイスラーム空間は形成されなかったのであろう。そ し

てそのために、東南アジアで はイスラームの ローカル ・バ リエーションが、中東よ りも多いの

ではないだろうかと考えている。

以上述べたような点が、東南アジアにおけるイスラームについて考え る場合のい くっかの要

点 になるであろう。

次に、東南アジアのムス リムにとってイスラームとは何なのか、また彼 らはどういう形でイ

スラームを受容 したのか、ということを考え るために、イスラームに関係す る重要な言葉が、

マ レー語あるいはイン ドネシア語で どのようになっているのかを列挙 していきたい。一部はア

ラ ビア語源であるが、その他にはサンスクリッ ト語源 も含まれている。

まず、 「宗教」に対 してはサンスクリッ ト語源のアガマという語が使われている。アラ ビァ

語ではディー ンであ るが、この語 は入 っていない。それから 「礼拝」も、アラ ビア語のサラー

トではな く、基本的にスンバヤンという語が使われている。その語源 は明 らかではないが、一

般的にはマレー語であろうと言われている。それか ら、 「断食」もアラビア語のサウムではな

く、サ ンスクリッ ト語源のプアサが使われている。

死後の世界 に関する語で も、 「天国」ソルガと 「地獄」ヌラカというサ ンスクリット語源の

言葉が使われている。 「神様 」は、アッラー も使われるが、マ レー語源 と思われる トゥハ ンも

使われる。それから原罪とい う意味で使われているかどうかは別として、人間の 「罪」を表わ

すのには、 ドサ というサ ンス クリッ ト語源の言葉が使われている。

一方で、アラビア語源の語では、 もちろん ウラマーとかシャリアーな どがあるが、それはイ

スラームが受容された当時の権力者にとって重要な言葉であ ったろうが、一般の人 にとって重

66



要な言葉であったかどうかは疑問である。一般の人々にとっては、例えばサラー トは入 ってい

ないのに、 ドアとい う語 は入 っている。それは一般的な 「お祈 り」とい う意味で使われている。

それか ら知識を意味するイルムがある。 これ もイスラーム的な知識という意味だけではな く、

様々な神秘的な力 ・知識なども含めた知識を意味 している。他には、護符とかお守 りの意味で

ジマ ットという語が使われている。 ジマ ットの中には、コーランの章句などを書いた紙が護符

として入 っていることが多い。聖墓に巡礼す るという意味でのジアラーという語 もある。それ

か ら多少意味は異なって いるか もしれないが、マレー語の文脈では奇跡を起 こす ことがで きる

人である聖人、ない しはそ ういう人達が埋葬 された聖墓を意味するクラマ ットがある。 また、

東南アジアで広 く使われている言葉 としてアダ ットがある。

こうい う語を列挙 したの は、 イスラームが受容された15,16世 紀の頃の人々にとってのイス

ラームの意味は、次のようなものであ ったのではないか と考えているか らである。つまり、一

般の人々にとっては、強い呪いとか、 ドアといった言葉に示 されているように、病気治癒 にお

けるイスラームの意味が もっとも大きか ったのではないか、そ して権力者 にとっては、ある種

の超 自然的な力を与えて くれ る源と しての意味が最 も大 きか ったのではないか、ということで

ある。 このことに関連 して、イスラームで定められた様々の守 るべ きことのなかで、比較的早

い時期 に東南アジアに入 ったと思われることの一っは、サ ンスクリッ ト系の語であるプアサで

表わ されている断食 と、豚肉を食べないとい うことではないか ということであ る。プアサの理

解 は、東南アジアでは中東のそれと意味が異 なっている可能性がある。昨年 カ リマンタンを旅

行 した時、ダヤク系の長老 と会 って話を聞いた。その長老によると、断食 とは何 も食べない こ

とではない。 もちろん水は飲まないし、 ご飯 は食べないのであるが、ヤシ酒 は飲むのだとい う。

ヤシ酒 とはここで は神様が飲むものなのである。っまり、プアサという状況 は、神様が口に入

れ るものを自分達 も摂 り入れる状況であ り、逆に人間の摂 るものを口に しない状況であると解

釈 される。 ジャワの神秘主義 などで も同 じような考えがみ られるのではないかと思 うが、プァ

サというのは、超人間的なことを行なうことによって、神様 と同じような力を自分 も得ること

が出来るという考え方で捉え られ るのである。エ リー トであれ、一般の人であれ、特別な力を

得 るために、特別な状況 に自分を没入 させるという考え方と結び付いて、イスラームの五柱の

一っである断食は、非常 に早 い時期から東南 アジアで実施されたのではないかと思われる。

他 にイスラームの守るべ きこととして早い時期か ら入 ったのは、エ リー トも一般 も同様に、

人が死んだ後、その人を一定の形で埋あて、その埋めた場所に墓を作るという行為ではないか

と思 う。イスラーム以前の東南アジアには、ある一定の しきた りに従 って人の身体を処理 し、
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墓を作るという慣行はなかったと思われる。それがイスラーム化以降始まった。墓はアラビァ

語のクブールか ら来てお り、墓石 はペルシャ語のニサンか ら来ている。

また、割礼 も早 い時期に受 け入れ られたと思 う。イスラームの受容以降、東南ア ジアの 「森

の民」 というのが、はっきりとアイデンティファイされるようになったのだと思 う。なぜ 「森

の民」が イスラーム受容を避 けたのかということについての議論は、いろいろなされているが、

私 は多分、割礼を嫌が ったためで はないか と考えている。 イスラーム化以前の東南ア ジアの

人々の考え方には男根崇拝的な要素が強か ったであろう。特に 「森の民」がそ うで、割礼をす

ることによって、男根に結び付いている力が損われることになると考えたのではないかと思 う。

とすれば、割礼 もかなり早い時期に 「森の民」とムス リムを差異化する慣行 として東南 アジア

に入 ったのではないだろうか。

礼拝、サラー トとは別 に、 ドアという 「お祈 り」をさす言葉は種 々の儀礼 との関係で重要で

ある。東南アジアにおけるイスラームの地域化を考える際、通過儀礼、農耕儀礼、病気治癒の

儀礼、年中行事などの儀礼に、イスラームがどのよ うに取 り込 まれているかを考えるの も興味

ある試みであろう。

先に大塚 さんの話で、マウリ ドがあった。私がスマ トラとマ レーシアについて知 っているそ

れは、基本的にマウ リド・ナビである。っまり預言者ムハ ンマ ドの生誕祭に限 られている。

これまで触れてきたような地域化 されたイスラームに対 して、イスラーム ・ネッ トワークを

通 じて中東 とより近 い関係を作 ろうとす る動 きが、19世 紀の末か ら東南アジアで発生 した。

「地域」のイスラーム化の動 きである。それは、当然の ことなが ら、1869年 のスエズ運河の開

通や蒸気船の就航という物理的な条件の変化 とも関連 していた。東南アジアの入々は一般 に、

中東のイスラームが本物だと考えている。中東に対する憧れ もあって、 メッカ巡礼者や、アル

ァズハルなどで勉強する人が増えて くると、19世 紀末か ら20世 紀初頭 にかけて、中東で起 こっ

ていることが東南アジアにス トレー トに強い影響を及ぼす ようにな り、イスラ ミック ・モダニ

ズムが起 こるようになる。その結果、例えば私が研究 しているスマ トラの ミナンカバ ウの例を

とると、1920-30年 代に大きな変化が起 こっている。それ以前の村の生活は、通過儀礼に して

も、農耕儀礼に して も、地域化 されたイスラームに色濃 く染まっていた。 コーランの教え、ハ

ディスの教えに沿わないようなことが多 く行われていた。それが、イスラ ミック ・モダニズム

の流れの中で、け しからんということになり、人生の節目節 目にあ った歌舞音曲は禁止された。

そしてマウ リドもミナンカバウでは廃止 される。老人か らの聞き取 りや、現在でもマウリドが

行われて いる地域での話によると、マウリドのお祭 りは、モスクを中心 と して行われ、断食明
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けのお祭 りよりもはるかに大きな ものであった。マ ウリド・ナビには、預言者の生い立ちにっ

いての話を聞か されたり、歌を歌 った りとい うように、子供 にとって大変 に楽 しみな行事で

あった。お菓子で飾 りたてた御輿などを作 り、村を練 り歩いたり、そのお菓子がモスクで、子

供達に配 られた りしたのだという。それが、人間であるムハ ンマ ドをあがめる意味あいをもっ

ている、という批判が出て、1930年 代の末までには、少な くともミナ ンカバ ウでは、マウ リド

は廃止 されて しまった。 また、埋葬に関 して は、タルキ ンとよばれる行為があった。墓 に死者

を埋あた後に、その死者 に向か って、最後の審判の時にアッラーに対面 して問答 した時の、正

しい答えが何であるかを教えることである。 これもやはり同時期に廃止 された。 このよ うに、

1920-30年 代以降の動 きは、それ以前の時期 とは異なり、イスラームの地域化 という視点だけ

では必ず しも理解できない。それは、 ミナ ンカバ ウだけではな く、他の東南アジアの各地で も

同様であろう。

地域化 という点に関 して もう一っ、 ミナ ンカバ ウの例をあげる。タブ ットというお祭 りがあ

る。それ はハ ッサ ンとフ ッセンとの関係で行われる。顔が人間で体が馬で、羽がついているボ

ラックという、ムハ ンマ ドが天国に行 くときに乗 った生 き物がある。タブ ットではそれを御輿

にしている。それをかっ いで町を練 り歩 き、最後は海に捨て る、というお祭 りである。それは、

イン ドか ら伝わ ったのだ という。スマ トラ西海岸のベ ンクーレンという場所を、イギ リスが工8

世紀に占領 したとき、イン ドのセポイ兵がいた。そもそもこの人達が、 このお祭 りを持 ってき

て、それがスマ トラのい くつかの地域に伝わ っていったのだ と言われ る。私がは じめて西スマ

トラに調査に行 った1972年 頃、おそらく1960年 代の後半か ら70年 代にかけては、 このお祭 りは

非常に低調であ った。時には開かれないこともあった。現在はまた盛大になって いる。その大

きな理由の一つは、観光のためである。観光の目玉にするために、州政府 も力を入れている。

「イスラームと地域」を考える場合、こうした観光の影響をどう位置づけた らよいのかは、今

後の検討課題であろう。

話が多少錯綜 したが、いずれに しろ 「イスラームと地域」を考える場合には、何 よりも歴史

的 にみる必要があり、また種々の要素を折 り混ぜて考えないと見えて こないものが多 くあるの

で はないかと思 う。
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質疑 応 答

中東を覆 うイスラーム

上岡 これまでの大塚さんと加藤さんのお話

にっいて、討議 したい点があればそこから話

しを進あていきたい。

家島 大塚 さんのご報告に出てきた 「アフリ

カ的」とはどういうことを指 しておられるの

か。

大塚 スーダンにいくと、スーダンはアラブ

かアフリカか、といったエジプ トでは考えら

れないテーマが一っの問題になる。 もちろん

これは、マフディー国家の崩壊後の植民地化

以降に強化された考え方であることには留意

する必要がある。 とにか く音楽とか リズム感

や、グルグル廻るような身体動作の形式をみ

ると、エジプ トから来た人間にとってはアフ

リカ的で あ るよ うに思え る。 これ はハル

トゥームで見たテレビの歌番組から受けた印

象だが、同 じ番組が、南スーダンから戻って

来た日本人人類学者はなんとアラブ的である

かと言った。印象論で しかないのだが。

掛谷 スーダンの様子を良 く表わ しているよ

うに思う。

加藤 聖墓と関係付けられる色というのは、

緑に決まっているのか。

大塚 様々な色がある。緑はイスラーム全体

にとって聖なる色である。新月や星 と同様に

イスラームのシンボルにな って いる。スー

フィー教団のお祭 りに関 して言えば、各教団

ごとにシンボルカラーがある。緑は一般的に
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よく用いられるが、エジプ トのアフマディー

ヤ教 団 は、赤 を シンボルに してい る。 リ

ファーイーヤ教団は黒を使 っている。他には、

白や黄色をたすきや旗に使 っている教団 もあ

る。ただ、最 もよく使われている色はやはり

緑である。

坪内 中東とイスラームを切 り離しなが らも、

中東の中のイスラームにっいて述べ られた大

変興味深いお話であった。 ところで、中東に

関する議論は、イスラームを抜 きに しては成

り立たないという感覚があるのだろうか。中

東に関して何を語るにして も、イスラームを

抜いては議論ができないのか、あるいはそう

ではないのか。

大塚 中東の研究者で も様々な意見があると

思うが、私がとっている現状論 という立場か

ら言えば、中東にとってイスラームは非常に

大きな要素であろう。イスラーム抜 きでは何

も語れないという極論を述べるわけではない

が、私の関心について言えば、非常に大 きな

要素であることは確かだ。

加藤 やはり、何を語るのかによって、ある

いは語る人の趣味によってかな り違いがある

と思う。

高谷 上岡さんは、たとえば同 じような質問

に対 してはどのようにお答えになるのか。ペ

ルシャ文明とか、中東の一メンバーとしての

ペル シャとかを考え る際には、やはりイス

ラームを抜いては、考えることはできないだ

ろうか。



上岡 加藤 さんが お っ しゃった通 りで 、対象

によると思 う。 ただペル シャにっ いて言え ば、

基本的 にイスラーム とい って も、 シーア派で

あ るのだが、 その ことを抜 きに して は考え る

ことはで きない と思 う。

高 谷 ペ ル シ ャ的 であ る ことよ り も、 イ ス

ラームの ほ うが先で ある とい うことか。

上岡 そ うだと思 う。

東南 アジアのイスラーム

応 地 「宗教 と して のイスラ ーム」 とい う昨

日の立本 さんのお話 が、今 の議論 に関連す る

と思 う。

立 本 昨 日の話 につ いて補足 してお く。東南

ア ジア にとって イスラームは外部的な るもの

であ る、 という考え方 自体 について は、皆納

得 されてい ると思 う。 しか し、それは 「研究

者 にとって」であ る ことに留 意 してほ しい。

イ ン ドネ シアで は、Indonesianlslamと は

言 わ な い。IslaminIndonesiaで あ る。 マ

ス ック ・ム ラユ(ム ラユ に入 る)は 、 マ ス ッ

ク ・イ ス ラーム(イ ス ラー ム に入 る)で あ る。

っ まりイス ラームが外部的 な るものであ ると

い う区別 は、在地 で はされて いないの であ る。

と ころが、現状 論で東南 アジア的 イス ラーム

を捉え よ うとす る際、東南 ア ジア的イスラー

ム、あ るいは中東的イス ラームとい った視点

に重点 をお くのか否か、が問題 になる。東南

ア ジアの研究者 に とって は、 イスラームだ け

で は地域 、全体像 、あ るいは世界が切 れない。
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そこで、イスラーム以外の要素でも切 ってみ

たり、あるいは重層的な ものとして考えたり

する。イスラームは、東南アジア全体を切る

ことはできない。それは、東南アジアでは一

部分である。その意味で私は昨日 「たんなる

宗教」と言ったのである。ここで、古川さん

の言 った社会的練度 と生態的練度 に、イス

ラーム的練度を加え ると、ち ょうど各セ ッ

ションのテーマであった、生態とネットワー

ク(社会的練度)と イスラームに対応す る。

そして、イスラーム的練度によって切 ること

ができる世界と、切れない世界があるという

ように地域を考えるほうが良いのではないか。

応地 起源来歴論をさして、ラッキ ョウの皮

剥 きであると大塚さんはおっしゃった。例え

ばそれを緑のラッキ ョウだとすると、その皮

が剥かれるとき、色が徐々に薄 く白くなって

いく、つまり濃淡の差で皮が剥かれていく場

合と、緑は一枚目の皮だけであって、それが

剥かれるとその下はす ぐ真っ白の皮になり、

それが続 く場合とがあると思う。大塚さんや

他の中東研究者の方々は、それを連続的変化

体として考え、皮を剥いてい くと、最後に古

い形があると考えているように思われた。

ラッキ ョウの皮剥き論といっても、東南アジ

アの研究者と中東の研究者では、そのイメー

ジが異なっているのではないか。

大塚 東南アジアを主語として語 るな らば、

ムスリムではない人々が大勢いる。例えば大

陸部にはイスラームはあまり入 っていない。



これに対 し、中東について語るのであれば、

現在では人口の圧倒的多数がムス リムである。

主語を東南アジアにして しまえば、イスラー

ムだけでは切れないのは当然だと思う。中東

の場合、人口の大多数がムス リムである。一

方で、それに反発す る形で出て くるのがナ

ショナ リズムである。私 は、近代のナショナ

リズムは、脱イスラーム的な方向性を帯びて

いると考えている。イスラームに反発 して作

られたナショナリズムとヨーロッパのナショ

ナ リズムとでは、皮の下にある基の部分が違

う。

立本 「東南アジア的なるもの」についてコ

メントすると、それがないから私達はそれを

探 しているのである。人口の大多数がムス リ

ムであるというレベルで語るならば、マレー

的あるいはブギス的となるが、それでもやは

りイスラームでは切れない、ということであ

る。

片倉 イン ドネシア、あるいはマレーシアと

いうレベルでもイスラームでは切れないのか。

立本 切れないと思う。イスラームはイン ド

ネシアでは国教ではない。マレーシアでは国

教ではあるが、人口の半数以上はムスリムで

はない。

片倉 国教であるか否かということではなく

て、イスラームを全 く除外 してそれ らの対象

をみることができるのかということを聞きた

いQ

立本 それは視点の置き方による。イスラー
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ムで切 ってみようとする人がいても良いので

あるが、それだけでは地域研究はできない、

ということである。

片倉 今の質問では、インドネシアやマレー

シアについて、イスラームを全 く捨象 して語

ることができるのかにっいて聞こうとしたの

である。

立本 それはできない。イスラームは東南ア

ジアの一つの構成要素であるか らである。先

に大塚さんがおっしゃったように、中東で も

イスラームだけですべてを切ろうとしても、

切れないところが残 る。ただ私はそれを練度、

っまり度数で言 っているのである。

小杉 これまでの議論で多少なりとも、はっ

きりしてきたのは、東南アジアのイスラーム

化 した部分におけるイスラームと中東のイス

ラームとの比較と、イスラーム化 していない

部分 も含めての東南アジアと中東との比較の

二っがあることである。東南アジア側のそれ

ぞれの比較の単位の括 り方について聞きたい。

立本 それこそ私達が悩んでいることである

が、昨日と今日のセッションについてみると、

生態とネ ットワー クとイスラームがある。そ

こで、東南アジア研究者は東南アジアを生態

とネ ットワークで括 り、中東研究者 は中東を

イスラームとネットワークで括 っている。そ

れが中東と東南アジアの違いで もあると思う。

大塚 東南アジアと中東の両方 とも地域であ

るが、両者が比較の対象として同じレベルの

単位であるのか否かは、また別である。



立本 そうである。それを確認 してお くこと

は重要であるが、今回の研究会ではとりあえ

ず脇において話を進めている。

大塚 仮にイン ドネシアとマレーシアを含め

て 「マレー的」という単位を設定 し、そのイ

スラームをマレー的イスラームとす る。そう

す ると、中東のほうで もまた、モロッコ的イ

スラームがあると言えるし、スーダン的イス

ラームがあるとも言え る。 しか し、例えば

スーダン共和国というレベルにおいて、すべ

てがイスラームで切れるのかというと、それ

はできない。南部はイスラームではないから

である。このように、中東 という単位 と東南

アジァという単位が、果た して比較の単位と

して妥当なのかどうかという問題を考えなけ

ればならないと思 う。

立本 それがまさに世界単位論になる。

高谷 これについては総合討論で話 したほう

が良い。

イスラームの再編成

小杉 ややテクニカルな質問を したい。加藤

さんのお話はかなりショッキ ングであった。

一つ問題になると思われたのは、イスラーム

化する前の状態が何であったのかであろう。

例えば、シリアやエジプ トの場合は、すでに

キ リス ト教化されていた社会がイスラーム化

した。イランでもゾロアスター教があって、

基本的にはアニ ミズムではなかった。イン ド

ではヒン ドゥー教の人々がイスラーム化 した
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のだろ うか。

応地 現実 には、下級 カー ス トがイ スラーム

化 したと言 われる。 ご く初期の段階の ことは

分か らない。バ ングラデ シュで は仏教が衰退

して、それ に代わ る形 でイスラームが拡 まっ

た。

小杉 東南 ア ジアで はど うだ ったのか。 ヒン

ドゥー化 して いた ところが イス ラー ム化 した

の か、 それ と もアニ ミズ ム の と ころが イ ス

ラーム化す る ことが多 か ったのか。

立本 ジャワは ヒン ドゥーであ った。 しか し

同 じヒン ドゥー で もタイに は上座 部 仏教 が

残 った。

加藤 ヒン ドゥーの影響 をあま り受 けなか っ

た ところ に、 イス ラー ムは濃 く浸透 した、 と

一般的に言われて いる
。

小杉 そ うす ると、アニ ミズムの と ころにイ

ス ラームがい きな り入 ったのか。

立本 イ スラーム化が強 いの は、 ミナ ンカバ

ウや ブギ スであ る。例えば ブギ スの場合 は、

イス ラーム化以前 に王国がで きて いて、その

当時すで にブギス的伝統が あったと思 う。

加藤 ヒ ン ドゥーの影響 はあったの だが 、そ

れはあま り強 くなか った。

立本 ヒン ドゥーの影響 も、東南ア ジアの東

にい くほ ど薄 くな る。 ヒン ドゥーの影響が薄

い東方 にイスラームが強 く入 って もよいはず

だが、実 際には東 にい くとヒン ドゥーと同様

にイスラーム も消失 してい く。

大 塚 加 藤 さん のお 話で 私 に と って 興 味深



かったのは、 ミナンカバ ウでも1920～30年 代

にある種のイスラミック ・モダニズムが生 じ

たという点である。これは、中東の文脈でい

う、広い意味での原理主義運動、あるいは復

興主義運動と関連 して くる。そのプロセスは、

私が言 ったような現状論を考える際には重要

である。今日私が話 したのは、イスラームに

は様々な形があるということであるが、中東

の場合18、19世 紀あたりか らモダ ン ・イス

ラーム形成の動きがあって、それが現在の中

東におけるイスラームを形作 っている。イン

ドネシアとパラレルな動きがある。ただ、こ

こで私はもう一っお もしろいと思 った。 クリ

フォー ド・ギアツのr文 化の解釈学』の中の

論文 にインターナル・コンバージョン・イン・

コンテンポラリー ・バ リというのがある。バ

リのヒンドゥーの例にっいて彼は書いている。

日本語訳では 「内面的改宗」となっていたが、

私 は適切な訳語ではないと思 う。バ リ 「内

部」における 「回心」であろう。そこではヒ

ン ドゥー的 な人 々が、 よ りモダ ンな ヒン

ドゥーイズムに変わっていく現象を指 してい

るのであり、別な宗教に変わることを意味す

る改宗ではない。近代イスラームの流れとい

うのは、ムス リムが再イスラーム化 していく

動きであって、それが広い意味でのイスラー

ム原理主義運動、あるいは復興主義運動とつ

ながっているのである。同 じように、インド

ネシア共和国が形成 され、イスラームのモダ

ニズムが出て くる過程の中で、バ リがバ リと
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してのアイデンティティーを求めるために、

バ リ的な もの、っまりヒン ドゥー的なものを

より強調 していき、そしてそれがイン ドネシ

ア共和国にも認め られてい くという動きがあ

る。だか ら近代、あるいは現在における宗教

の配置をみるならば、イスラーム自体のモダ

ニズムの動きと、イン ドネシアにおけるヒン

ドゥーのモダニズムの動きは、かなりパラレ

ルに考えることができると思う。基層文化が

何かということも重要ではあるが、こうした

捉え方をすれば、モダンな世界における宗教

の再編成という視点から考えるべき点もある

のではないか。

加藤 インドネシアにおけるイスラームの場

合、都市化の影響が大 きい。出身地で実践さ

れている儀礼などが消失 しているため、都市

化状況下のムスリムの紐帯は、イスラーム組

織やモスクを中心とす るつながりになってい

る。また、現在のスハル ト体制下では、政治

的な動員のためのイスラーム知識人を中心と

する組織が、3年 前 ぐらいに出来ている。イ

チ ミ(ICMI)と 呼ばれ るそのイスラーム

知識人グループのメンバーは、今ではかなり

優先的に政府の要職に就いている。こうした

ことも含めて、た しかに基層文化とは別の レ

ベルで、現在起こっていることがイン ドネシ

アのイスラームのあり方に影響を与えている

し、これからも影響を与え続けるであろう。

大塚 イスラームのそ うした動 きに対して、

ジャワ主義的なものやバ リのヒンドゥーイズ



ムが強化されていく。それはある程度パラレ

ルに捉え られる。例えば東南アジアのイス

ラームをみる際には、近代におけるイスラー

ム ・モダニズムが周 りにどう波及 しているの

かということも同時に考える必要がある。基

層的な ものの積み重ねと考えるだけではな く、

20世紀の現在再編成 されていると考えること

も重要である。 これが、私の言う現状論の考

え方である。おそらく、この側面にっいての

議論は今回 されていないと思う。

イスラーム圏に見る紋

小杉 昨日聞き忘れたのだが、ハ ドラミー ・

ネ ットワークによってイン ドネシアやマレー

半島がイスラーム化 したわけではないのか。

家島 それは、人が実際に移動 したという側

面 と、移動 した人を通じてイスラームのコア

が周囲に広 まったという側面の両方がある。

移動 した人間集団を支えていたのがサイイ ド

である。サイイ ドは、共同体の リーダーであ

ると同時に、スーフィー ・タリーカの聖者と

しての役割を持ち、集団をまとめると同時に

地域社会にイスラームを広める上で大きな役

割を果た した。タ リーカは地域社会のイス

ラーム化ネットワークとして機能 した。

小杉 タリーカは今、どこに行って しまった

のか。

立本 あまり強 く残 っていない。おそ らくは、

ポンドックやマ ドゥラサに変形 していったの

ではないだろうか。
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加藤 タリーカという教団では、そもそも先

生が重要なのであろう。インドネシアでも、

先生が非常に重要であり、先生が死んで しま

うと後に教団は残 らない。

立本 インド的というか、まさにグルなので

あろう。

鈴木 東南アジアと中東がイスラームで切れ

るかどうかはお くとして、両者の比較はかな

り可能ではないかと思う。加藤さんのコメン

トの中で、東南アジアにはイスラーム的な大

帝国はできなかったという御指摘があった。

その時イスラームが拡がっていく過程にっい

て、海から海港、河口へ、そして川沿いに拡

が ったとおっしゃった。そういう形で都市が

形成されて、権力のネ ットワークが形成 され

ているところでは、イスラーム世界でもアッ

バース朝やオスマン帝国のような大帝国はで

きず、海港ネットワークを基盤とす るゆるや

かなネ ットワーク国家ができる。いわば、む

しろ生態的事情で権力構造 も異なる。背景に

なっている、あるいは基層というよりも基調

になっている文化の違いを加えれば、比較は

可能であると思う。それか ら、言葉の受容と

いう点をみると、イスラーム圏といってもア

ラブ化 したのは中東の南半分だけである。中

東のイスラーム世界を南中東と北中東に分け

てもよい。南はアラブ化 しているが、北の東

半分はイラン的なもの、イラン系のペルシャ

語を残 し、西半分は、後に入 って来た トルコ

人が、 トルコ語を話 している。そ して、神を



指すのにア ッラーという語 も使 うが、同時に

タンルゥというトルコ語 も使っている。この

点でも東南アジアと比較が可能であろう。基

層というと妥当ではないので、 ドミナン トと

いうか基調になっている色彩が違 うとみな し、

その色彩が違 う世界の中でそれぞれの コン

ポーネントはどのように結び付いているのか、

という視点にっいて言えば、比較が可能であ

る。イスラームでバサッ・ときるのは中東でも

難 しい。それか ら、私達 はしば しば 「イス

ラーム的」と言 っているが、最低でもそれは

次の二つに分ける必要がある。一つは宗教と

してのイスラームに基づいた諸制度や様々な

行動のパ ター ンである。 もう一つは、イス

ラーム化 した後で形成 された文化の構造であ

る。中東では,権 力構造 は権力の正統性と法

の問題を除けば、イスラームとほとんど関係

がない。例えばマムルー ク(奴隷軍人)が 出

てくるのはイスラームとは何も関係がない。

ワジール制度 という大臣制度が、集権化 した

国家では核になって くるのであるが、これ も

イスラームとは全 く関係がない。 しか もこれ

らはイスラームと権力の正統性の レベルでか

ろうじてっなぎとめられていたのであって、

中国の科挙制度のように論理的かっ整合的に、

イデオロギーの体系と制度がっながるところ

まで進まずに近代に至り、そ して崩壊 して し

まった。要す るに、イスラーム的といって も

ムス リム文化が基調になっている部分と、本

当にイスラーム的なるものが基調になってい

る部分との両方があり、そ して両者の層が相

重なって拡が っているのである。こうした区

別をすることによって、東南アジアとの比較

も可能になるので はないかと思 う。

上岡 鈴木さんの話を区切りに して、午前中

の討議を締め くくりたい。
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